
Ｐ
２
Ｐ
（ビ
ア
ツ
ー
ビ
Ｚ
技
術

活
用
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

「サ
ー
バ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
型
」
か
ら
「Ｐ
２
Ｐ
」
へ
。
大
容
量
通
信
の
急
速
な
普
及
と
、
そ
れ
に
応
じ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
変
化

が
、
「Ｐ
２
Ｐ
」
技
術
の
利
用
を
加
速
し
て
い
る
。
昨
年
は
、
研
究
者
や
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
な
ど
の
参
加
で
『セ
キ
ュ
ア

Ｐ
２
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
発
足
。
今
、
注
目
を
集
め
る
「Ｐ
２
Ｐ
」
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
こ
こ
に
紹
介

サ
ー
バ
型
を
超
え
る

グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
を
実
現

今
年
１
月
に
開
か
れ
た
、
「セ
キ
ュ

ア

Ｐ

２

Ｐ

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

』

で

は

パ

■社内を対象とした
「アリエルエアワン」の
利用形態

ネ
ラ
ー
も
務
め
た
、
携
帯
電
話
コ
ン

テ
ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
の

（株
）
ザ

ッ

パ
ラ
ス
の
朝
雄
博
取
締
役
は
、
現
状

の

「
サ
ー
バ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
型
」
主

流
の
状
況
は
、
近
い
将
来

「
Ｐ
２
Ｐ

に
取
っ
て
変

わ
る
」
と
主

張
す
る
。

昨
今
の
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン

ド
の
急
速
な

普

及

で

、

「
コ
ン
テ
ン

ツ
に
動
画
な

ど
が
増
え
、

情
報
量
が
大

き
く
な
っ
て

報
を
蓄
え
て
い
る
と
、
自
分
の
ス
ケ

ジ

ュ
ー
ル
を
見
る
に
も
、
回
線
と
の

接
続
が
必
要
だ

っ
た
が
、
情
報
は
、

各
自
の
パ
ソ
コ
ン
の
中
に
あ
る
の
で
、

い
つ
で
も
見
ら
れ
る
」
（同
社
広
報
）

と
い
う
と
こ
ろ
に
も
端
的
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
今
ま
で
制
約
の
多
か
っ
た
、

社
外
と
の
情
報
共
有
も
、
「情
報
を
共

有
し
た
い
者
同
士
で
、
仮
想
の
部
屋

翁
ル
ー
ム
」
）
を
作
る
」

（同
）
と
い

う
方
法
で
簡
単
に
実
現
し
て
い
る
。

こ
の

「
ル
ー
ム
」
は
、
い
く
つ
も
つ

く
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
重
複
し

て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

社
外
の
メ
ン
バ
ー
を
交
え
た

「
ル
ー

ム
」
、
社
内
の
部
署
の

「
ル
ー
ム
」
と

使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

機
能
は
、
社
外
の
ス
タ
ッ
フ
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
共
同
作
業
の
多
い
職
場

で
は
、
仕
事
の
効
率
化
に
大
き
く
役

立
つ
に
違
い
な
い
。

サ
ー
バ
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
に

よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
も
大
き
い
。
同

社
広
報
の
見
込
み
で
は

「仮
に
２０
人

の
会
社
な
ら
、
サ
ー
パ
の
分
だ
け
で
、

２０
万
円
く
ら
い
の
節
約
に
な
る
。
ま

た
、
サ
ー
バ
管
理
者
の
人
件
費
が
、

い
る
。
そ
の
う
え
ア
ク
セ
ス
数
が
増

え
、
従
来
の
サ
ー
バ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

型
で
は
、
サ
ー
バ
の
負
荷
が
大
き
く

な
り
す
ぎ
て
き
て
い
る
」
（朝
雄
博
取

締
役
）
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
だ
。

そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
「サ
ー
バ
に

は
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
の
み
を
置
き
、
実

際
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
ユ
ー
ザ
ー
同

士
で
や
り
と
り
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
い
う
。

サ
ー
バ
に
依
存
し
な
い
Ｐ
２
Ｐ
の

特
徴
を
活
か
し
、
低

コ
ス
ト
や
柔
軟

な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
た

の
が
、
「
ア
リ
エ
ル
エ
ア
ワ
ン
」
（
ア

リ
エ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（株
と

だ
。

そ
の
利
点
は
、
た
と
え
ば

「今
ま
で

の
よ
う
に
、
サ
ー
バ
に
す
べ
て
の
情

月
に
数
万
円
か
ら
数
１０
万
円
分
削
減

で
き
る
」
と
い
う
。
し
か
し
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
す
る
の
で
、
東
京

と
地
方
の
拠
点
間
で
の
、
通
信
コ
ス

ト
の
削
減
も
期
待
で
き
る
。
将
来
、

Ｉ
Ｐ
電
話
機
能
が
加
わ
れ
ば
、
地
方

拠
点
と
の
電
話
代
も
節
減
さ
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
昨
年
９
月

に
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
な
の
で
、
現

状
で
は

「約
１
０
０
０
社
が
導
入
し
、

ユ
ー
ザ
ー
数
は
全
体
で
も
５
０
０
０

人
ほ
ど
」
（同
社
広
報
）
だ
と
い
う
が
、

「
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
マ
ッ
チ
し
た
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
」
と
、
同
社
で
は
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
期
待
を
か

け
る
。

匿
名
性
で
高
い
回
答
率
を
得
る

Ｑ
＆
Ａ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｑ
＆
Ａ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
Ｏ
Ｋ

Ｗ

ｅ
ｂ
」
を
運
営
す
る

（株
）
オ
ー
ケ

イ
ウ
ェ
ブ
も
、
Ｐ
２
Ｐ
を
活
用
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
同

社
の
運
営
す
る

「
Ｏ
Ｋ
Ｗ

ｅ
ｂ
」
は
、

教
え
て
ほ
し
い
こ
と
が
ら
を
入
力
す

る
と
、
そ
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
る
サ

イ
ト
。
回
答
を
寄
せ
る
の
も
閲
覧
者

だ
。
教
え
て
ほ
し
い
項
目
を
検
索
し
、

Ｐ
２
Ｐ
と
は

Ｐ
２
Ｐ

⌒Ｐ
ｅ
ｅ
ｒ
　
Ｔ
ｏ
　
Ｐ

ｅ
ｅ
ｒ
）
と
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
間
が
、
相
互
に
直
接
的

に
資
源
交
換
や
共
有
、
制
御
を
行
う

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
い
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
イ
ン
フ
ラ
を

利
用
す
る
場
合
、
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
」
（ま
た
は

「ブ
ロ
ー
カ
ー
型
し

と
、
「
ピ
ュ
ア
型
」
翁
非
ブ
ロ
ー
カ

ー
型
し

の
ふ
た
つ
の
方
式
が
あ
る
。
“

前
者
は
、
い
っ
た
ん
サ
ー
バ
に
ア
ク

セ
ス
し
て
、
そ
こ
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
情
報
を
得
て
、
個
人
間
の
接
続
を

開
始
す
る
方
式
。
後
者
は
、
サ
ー
バ

を
利
用
せ
ず
、
必
要
な
情
報
を
持
っ

て
い
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
探
し
て
接

続
す
る
方
式
で
あ
る
。

個
人
間
の
や
り
と
り
で
あ
る
こ
と

力
ら
、
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
　
Ｔ
Ｏ
　
Ｐ

ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
の
意
味
を
持
た
せ
る
場

合
が
あ
る
。

1月 27日 、川崎市で開かれた「セキュァP2Pシ ンポジウム」では、
慶応大学の岡田謙― (理 工学部)、 斎藤通貴 (商 学部)両教授 イ
ーディーコントライプ(株 )山口征浩取締役による講演が行われた。
続くパネルディスカンシヨンにlt、 P2P型 ビジネスモデルを有する
企業4社 からパネラーが出席した

■「ル…ム」の概念

中心のサーバーに全ての情報
を吊 、サリ ‐力,壁 とヽクライ
アントは何もできない。

r…「アリエルエアワンJ

上では、社外を含め

て、いくつものルーム

をつくることができる

■社外を対象とした
「アリエルエアワン」の利用形態

既存のグループウエア
(К壮全体て利用)

■ビアIPCビア PC
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自
分
が
知

っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
る

わ
け
だ
。

個
人
の
持

っ
て
い
る
得
意
な
分
野

を
お
互
い
に
教
え
あ
う
、
こ
の
ユ
ニ

ー
ク
な
サ
イ
ト
は
、

００
年
１
月
に
ス

タ
ー
ト
。
同
社
の
福
田
匡
成
副
社
長

に
よ
る
と
、
現
在

「登
録
者
数
は
１６

万
人
、
月
間
２
０
０
０
万
ペ
ー
ジ
ビ

ュ
ー
、
寄
せ
ら
れ
る
質
問
は
、　
一
日

２
０
０
０
か
ら
３
０
０
０
、
回
答
は
、

そ
の
３
倍
く
る
」
と
い
う
。
な
お
、

こ
の

「
Ｏ
Ｋ

Ｗ

ｅ
ｂ
」
の
シ
ス
テ
ム

は
、
「教
え
て

ｇ
ｏ
ｏ
」
と
し
て
、
検

索
エ
ン
ジ
ン
サ
イ
ト
、
『
ｇ
ｏ
こ

へ

も
Ｏ
Ｅ
Ｍ
提
供
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
Ｑ
＆
Ａ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
は
、

企
業
内
の
社
内
向
け
シ
ス
テ
ム
と
し

て
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
大

手
生
命
保
険
会
社
な
ど
８

社
が
導

入
。
社
員
の
持
つ
得
意
分
野
を
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
て
お
き
、
業
務
中
に

生
じ
た
疑
問
な
ど
に
、
メ
ー
ル
で
回

答
し
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
だ
。
個
人

の
成
功
体
験
や
失
敗
体
験
が
、
企
業

の
知
識
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い
く
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
の

質
問
へ
の
回
答
率
は
い
た
っ
て
高
い
。

個
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

現
在
、
掲
示
板
、
メ
ー
ル
、
チ
ャ
ッ

ト
と
、
多
く
は
文
字
情
報
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
が
、
音
声
情
報
へ
の
需
要

は
あ
る
」
と
、
そ
の
将
来
性
に
期
待

す
る
。

Ｐ
２
Ｐ
が
解
決
す
る

ネ
ツ
ト
決
済
シ
ス
テ
ム

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
す

「通
常
の
掲
示
板
の
場
合
、
１
万
人
が

参
加
し
て
い
て
も
、
発
言
者
は
５
人

く
ら
い
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
９
０

０
人
く
ら
い
か
ら
答
え
が
返

っ
て
く

る
」
（福
田
副
社
長
）
そ
う
だ
。
こ
う

し
た
回
答
率
の
高
さ
は
、
「匿
名
性
の

一局
さ
」
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。
こ

れ
は
、
デ
ー
タ
を
サ
ー
バ
に
依
存
じ

な
い
Ｐ
２
Ｐ
の
特
性
だ
。
回
答
者
の

匿
名
性
に
加
え
、
質
問
者
の
側
は
、

今
さ
ら
人
に
聞
く
に
聞
け
な
い
、
初

歩
的
な
こ
と
で
も
気
軽
に
質
問
で
き

る
利
点
が
あ
る
。

秘
匿
性
を
保
持
し
た
ま
ま
で

音
声
通
話
を
実
現

Ｐ
２
Ｐ
技
術
を
使

っ
た
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
を
発
展
さ
せ
て
、
Ｉ
Ｐ
電
話
を

用
い
た
、
秘
匿
性
の
音
声
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
た
の
は
、
イ

ー
デ
ィ
ー
コ
ン
ト
ラ
イ
ブ

（株
）
の

「
コ
ペ
ル
フ
ォ
ン
」
だ
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
と
、
自
分
の
ま
っ
た

く
知
ら
な
い
相
手
と
の
通
話
が
可
能

と
な
る
。

「た
と
え
ば
、
弁
護
士
に
な
に
か
相

談
し
た
い
が
、
弁
護
士
事
務
所
は
敷

居
が
高
い
と
感
じ
る
と
き
な
ど
、
そ

で
に
、
Ｐ
２
Ｐ
技
術
は
、
す
で
に
多

く
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
用
い
ら
れ
、

現
在
、
そ
の
可
能
性
に
磨
き
を
か
け

て
い
る
段
階
だ
。
前
出
の
朝
雄
氏
は
、

今
後
、
そ
の
普
及
は
急
速
な
も
の
と

な
る
と
想
像
す
る
。

「ナ
ッ
プ
ス
タ
ー
の
場
合
、
１
年
間

で
８
０
０
０
万
人
に
普
及
し
た
。
こ

う
し
た
急
激
な
普
及
こ
そ
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
の

一
種
独
特
な
特
徴
。

イ
ッ
気
に
伝
播
す
る

で
し
ょ
う
」

ナ

ッ
プ

ス
タ
ー

は
、
Ｃ
Ｄ
の
デ
ー
タ

を
Ｍ
Ｐ
３
方
式
で
圧

縮
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
や
り
と

り
で
き
る
ソ
フ
ト
だ

っ
た
。
個
人
間
で
自

由
に
音
楽
を
や
り
と

り
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
９９
年
の

発
表
以
来
、
爆
発
的

に
普
及
し
た
。
し
か

し
、
著
作
権
を
め
ぐ

っ
て
提
訴
さ
れ
、
す

で
に
解
散
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
。

れ
を
紹
介
し
て
く
れ
る
サ
ー
バ
に
接

続
し
て
探
す
。
す
る
と
、
登
録
し
た

弁
護
士
事
務
所
の
電
話
番
号
が
、
仮

想
番
号
と
し
て
表
示
さ
れ
る
。
そ
れ

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
Ｉ
Ｐ
電
話
で

弁
護
士
事
務
所
に
つ
な
が
る
穴
同
社
）

と
い
う
仕
組
み
。
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
な

ど
と
同
様
、
発
信
者
側
に
課
金
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
だ
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ

イ
ト
で
の
落
札
者
と
出
品
者
を
つ
な

ぐ
直
接
通
話
や
、
Ｅ
ラ
ー
ン
ニ
ン
グ

サ
イ
ト
で
の
電
話
相
談
へ
の
利
用
な

ど
、
用
途
は
広
い
。

「従
来
も
、
メ
ー
ル
や
文
字
情
報
な

ど
を
用
い
た
同
種
の
サ
ー
ビ
ス
は
は

あ

っ
た
。
だ
が
、
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ

ト
な
ど
の
文
字
情
報
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
伝
え
ら
れ
る
情
報

で
は
、
（発
信
者
の
伝
え
た
い
情
報
の
）

８
～
９
絆
し
か
伝
わ
ら
な
い
と
い
わ

れ
る
。
対
し
て
音
声
情
報
は
、

３８
打

伝
わ
る
」
（同
社
）
と
い
う
。

だ
が
、
電
話
番
号
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
表
示
す
る
の
は
、
か
な
り

勇
気
が
い
る
行
為
。
そ
こ
で
、
「仮
想

番
号
」
を
用
い
て
、
秘
匿
性
を
維
持

し
た
ま
ま
通
話
す
る
わ
け
だ
。

同
社
で
は
、
「リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の

朝
雄
氏
は
、
そ
の
失
敗
の
原
因
を

「決
済
イ
ン
フ
ラ
の
不
整
備
」
、
「セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
不
備
」
と
い
っ
た

「流

通
モ
デ
ル
の
不
整
備
」
に
あ
る
と
み

２つ
。し

か
し
、
そ
れ
ら
が
解
決
さ
れ
る

日
も
遠
く
は
な
い
よ
う
だ
。
た
と
え

ば
、
昨
年
夏
、
日
立
製
作
所
、
松
下

電
器
産
業
、
東
芝
の
３
社
が
提
唱
し

た

「
Ｍ
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ

（
モ
ー
パ
ス
）

カ
ー
ド
」
の
利
用
で
、
こ
う
し
た
条

件
は
解
決
す
る
。
「モ
ー
パ
ス
カ
ー
ド
」

は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
メ
モ
リ
ー
カ
ー

ド
の
機
能
を
併
せ
持
ち
、
Ｐ
Ｋ
Ｉ

（公
開
鍵
暗
号
方
式
）
技
術
に
よ
り
、

高
度
な
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
を
誇
る
。

ま
た
、
日
独
米
共
同
策
定
の
電
子
商

取
引
向
け
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
規

格
に
準
拠
し
、
専
用
の
機
器
な
し
で

パ
ソ
コ
ン
の
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
ス
ロ

ッ
ト
な
ど
で
使
え
る
。
こ
れ
の
普
及

で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
と
同
時
に
決

済
処
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
も
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
間

で
の
マ
イ
ク
ロ
ペ
イ
メ
ン
ト
に
よ

っ

て
可
能
に
な
る
。

「今
ま
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の

決
済
は
、
後
処
理
に
コ
ス
ト
が
か
か

る
こ
と
か
ら
高
い
手
数
料
を
支
払
う

こ
と
に
な

っ
た
が
、
少
額
決
済
も
後

処
理
な
し
で
可
能
に
な
る
。
し
か
も

安
全
。
こ
れ
に
よ
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト

プ
レ
イ
ス
が
整
う
」
（朝
雄
氏
）

同
時
決
済
、
少
額
決
済
の
実
現
は
、

違
法

コ
ピ
ー
の
温
床
を
断
ち
切
り
、

鍵
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

Ｐ
２
Ｐ
技
術
を
用
い
た
、
現
在
よ
り

低
コ
ス
ト
で
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
の
普
及
に
は
、
こ
う
し
た
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
重
要
な
要
件
と
な
る
だ

スマ
つ
。

■「P2PJに よるコンテンツ配信と同時決済
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インデックスのみをサーバに管理させ、サーバヘの依存を最小限にしたハイブ

リンド型P2Pシ ステム

「セキュアP2Pシ ンポジウム」では、多くの聴衆が、熱心に話に聞き入っていた。

■「OK Web」 は、日本最大級のQ&Aコ ミュニティーだ■企業向けに提供されるQ&Aシステム


